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連結損益の概要（連結損益の概要（11--99月）月）
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(4.8％)

3737
(7.8%)

3939
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473473

当当四半期四半期
累計累計

増増 減減前年同期前年同期

－+25△3
(－)

純利益純利益
（純利益率）（純利益率）

+265.6%+2710
(2.2%)

経常利益経常利益
（経常利益率）（経常利益率）

+242.7%+2711
(2.4%)

営業利益営業利益
（営業利益率）（営業利益率）

+1.8%＋8 464売上高売上高

+8,850△9247,925１株当たり四半期１株当たり四半期
純利益純利益((円円))

売上高 +8億円
主力のゴルフクラブ「新･ゼク

シオ」、石川遼プロが使用する
ゴルフボール「スリクソン Z-
STAR」シリーズは好調さを維持
するも、従来9月に投入してい
たスリクソンクラブ新商品を、
今年は11月投入としたことで、
増収幅は8億円に留まった。

経常利益 +27億円
構成の改善に加え、円高によ

る為替差益や、経費減により、
大幅な増益となった。

純利益 +25億円
【対前年同期増減の内訳】

・ 経常利益(増) +27億円
・ 特別損益 ＋1億円
・ 法人税等(増) △３億円

（前年同期12→当期15）

売上高売上高 +8+8億円億円
主力のゴルフクラブ「新･ゼク主力のゴルフクラブ「新･ゼク

シオ」、石川遼プロが使用するシオ」、石川遼プロが使用する
ゴルフボール「スリクソンゴルフボール「スリクソン ZZ--
STARSTAR」シリーズは好調さを維持」シリーズは好調さを維持
するも、従来するも、従来99月に投入してい月に投入してい
たスリクソンクラブ新商品を、たスリクソンクラブ新商品を、
今年は今年は1111月投入としたことで、月投入としたことで、
増収幅は増収幅は88億円に留まった。億円に留まった。

経常利益経常利益 +27+27億円億円
構成の改善に加え、円高によ構成の改善に加え、円高によ

る為替差益や、経費減により、る為替差益や、経費減により、
大幅な増益となった。大幅な増益となった。

純利益純利益 +25+25億円億円
【【対前年同期増減の内訳対前年同期増減の内訳】】

・・ 経常利益経常利益((増増)) +27+27億円億円
・・ 特別損特別損益益 ＋＋11億円億円
・・ 法人法人税税等等((増増)) △３億円△３億円

（前年同期（前年同期1212→→当期当期1515））

（単位：億円）
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ゴルフ市場動向ゴルフ市場動向

海外ゴルフ市場動向
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ゴルフ場入場者とゴルフ用品小売市場動向

※2007年を100とした指数で表示(当社調べ)

国内ゴルフ場入場者

プレーへの意欲は堅調だが、天候不順・猛暑の
影響で前年を下回った(1-9月の対前年比
97％)。通期でも前年を下回り98%の見込み。

米国ゴルフ場入場者
1-2月の天候不順や、消費マインドの停滞によ
り前年を下回った(1-9月の対前年比97％) 。
通期でも前年を下回り98%の見込み。

米国ゴルフ用品小売市場
景気の回復は遅く、価格競争も続いているこ
とから、ゴルフクラブを中心に前年を下回った
（1-9月の対前年比 97％）。通期でも同様
の傾向が続き97%の見込み。

(見込み)

国内ゴルフ用品小売市場
クラブの買い控えに加え、入場者減の影響で
ボールの需要も低下し前年を下回った（1-9
月の対前年比 95％）。

通期でも前年を下回り96%の見込み。
米国ゴルフクラブ市場

国内ゴルフクラブ市場
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連結経常利益増減要因（連結経常利益増減要因（11--99月）月）
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品目別連結売上高（1-9月）

+9.1%909898ボールボール

6565

222255

当四半期当四半期

累計累計

65

222

前年同期前年同期

シューズ・アクセサリー他シューズ・アクセサリー他

クラブクラブ

+0.0%

増増 減減（単位：億円）

+1.3%

473473

3333

440440

33

4949

388388

スポーツ用品事業スポーツ用品事業

+0.2%3ライセンス収入ライセンス収入

+2.0% 431

△0.8% 33その他事業その他事業

ゴルフ用品ゴルフ用品

464

52

377

テニス用品テニス用品

+1.8% 合合 計計

△4.9% 

+2.9% 

+8

+0

+3

+0

+9

△ 0

+8

△3

+11
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海外売上高海外売上高(1(1--99月月))

当当四半期累計四半期累計前年同期前年同期

321

46

28
77

（単位：億円）

連結売上高 473億円

日本

北米

欧州

その他

北米では、「クリーブランドゴルフ」のウエッジと「スリクソン」ゴルフボールの売上を伸ばしたものの、
円高により対前年同期比で１億円の減収。

欧州は景気回復が遅れていることに加え、円高の影響もあり減収。

その他エリアでは、景気回復スピードの速い韓国で、｢新･ゼクシオ｣ゴルフクラブを中心に
販売が好調だったことなどで増収。

日本でも、 ｢新･ゼクシオ｣ゴルフクラブや、｢スリクソン Z-STAR シリーズ｣のゴルフ

ボールが好調だったが、秋の新商品の投入を遅らせたことで、微増収に留まる。

北米で北米では、「クリーブランドゴルフ」のウエッジと「スリクソン」ゴルフボールの売上を伸ばしたもののは、「クリーブランドゴルフ」のウエッジと「スリクソン」ゴルフボールの売上を伸ばしたものの、、
円高により対前年円高により対前年同期同期比比でで１１億円の減収。億円の減収。

欧州欧州は景気回復が遅れていることに加え、は景気回復が遅れていることに加え、円高の影響円高の影響もあり減収もあり減収。。

その他エリアでは、景気回復スピードの速い韓国で、その他エリアでは、景気回復スピードの速い韓国で、｢｢新･ゼクシオ新･ゼクシオ｣｣ゴルフクラブを中心にゴルフクラブを中心に
販売が好調だったことなどで増収。販売が好調だったことなどで増収。

日本で日本でもも、、 ｢｢新･ゼクシオ新･ゼクシオ｣｣ゴルフクラブゴルフクラブやや、、｢｢スリクソンスリクソン ZZ--STARSTAR シリーズシリーズ｣｣のゴルフのゴルフ

ボールが好調だったが、秋の新商品の投入を遅らせたことで、微増収に留まるボールが好調だったが、秋の新商品の投入を遅らせたことで、微増収に留まる。。

78

34
33

319

海外売上高比率31.2％

連結売上高 464億円

北米

欧州

その他日本

海外売上高比率32.0％

（為替の影響を除くと 32.4％となる)
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バランスシートの推移バランスシートの推移
流動資産：余剰キャッシュを借入金の返済に充当したことで、現預金が大きく減少。売掛債権も減少。

負債：長・短期の借入金の返済、および仕入債務の減少により大きく減少。

総資産は減少したが、純利益の計上などにより純資産が増加したことで、自己資本比率は64.2％となった。

流動資産：余剰キャッシュを借入金の返済に充当したことで、流動資産：余剰キャッシュを借入金の返済に充当したことで、現預金現預金が大きくが大きく減少減少。売掛債権も減少。売掛債権も減少。。

負債：長・短期の借入金の返済、および仕入債務の減少により大きく減少。負債：長・短期の借入金の返済、および仕入債務の減少により大きく減少。

総資産は減少したが、純利益の計上などにより純資産が増加したことで、自己資本比率は総資産は減少したが、純利益の計上などにより純資産が増加したことで、自己資本比率は64.264.2％となった。％となった。

92

期末期末

36

第第33四半期末四半期末

20201010年年

94

第第33四半期末四半期末

20200909年年

△56有利子負債有利子負債

対前期末増減対前期末増減

（単位：億円）
有利子負債

（単位：億円）

※※自己資本比率自己資本比率
64.264.2％％

固定資産固定資産
226767
((△△55))

(内、少数株主持分 15)

負債負債

169169
((△△6969))

純資産純資産

334545
((+8+8))

流動資産流動資産

247247
((△△5757))

総資産514総資産514※※自己資本比率自己資本比率 5656.0.0％％

固定資産固定資産
227272

(内、少数株主持分 15)

負債負債

223838

純資産純資産

333377

流動資産流動資産

330404

総資産575総資産575

前期末前期末 第第33四半期末四半期末

※リース債務含む
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